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国
民
春
闘
で
の
賃
上
げ
の

流
れ
を
切
ら
さ
ず
、
公
務
の
賃

金
確
定
闘
争
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
に
し
よ
う
と
例
年
取
り
組

ん
で
い
た
10
・
15
自
治
労
連
全

国
統
一
行
動
・
現
業
統
一
闘
争

は
、
計
画
を
大
幅
に
変
更
し
、

民
間
労
組
と
と
も
に
行
う
べ

く
、
東
京
春
闘
共
闘
と
準
備
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

開
催
す
る
な
ら
、
や
っ
ぱ
り

都
庁
に
集
結
し
よ
う
と
、
会
場

を
都
庁
第
一
本
庁
舎
の
北
側
歩

道
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
総
勢

2
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
の
背
景
に
は
、
第

一
庁
舎
に
映
し
だ
さ
れ
た
�
豪

華
？
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
�
が
き
ら
び
や
か
に
点

灯
。
集
会
参
加
者
か
ら
は
「
オ

ー
、
こ
れ
が
あ
の
有
名
な
無
駄

遣
い
の
…
」
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

東
京
都
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
、
23
年

度
一
般
会
計
予
算
7
億
円
を
計

上
し
、
24
年
度
予
算
で
は
、
な

ん
と
9
億
5
千
万
円
を
計
上
、

19
時
か
ら
2
時
間
の
間
に
、
10

〜
15
分
ほ
ど
の
映
像
が
5
回
流

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
に
負
け

な
い
準
備
を

初
め
て
挑
戦
す
る
公
民
共
同

の
集
会
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
久
し
ぶ
り
の
屋
外
で
の
集
会

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
成
功
に

向
け
全
力
を
尽
く
そ
う
と
準
備

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
集
会

に
は
、
公
務
・
民
間
労
組
の
旗

を
持
参
し
て
も
ら
い
、
参
加
者

に
は
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
配
布
し
会

場
を
盛
り
上
げ
、
東
京
春
闘
共

闘
は
紅
白
の
提
灯
も
準
備
、
集

会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

初
め
て
だ
ら
け
で
も

大
成
功

集
会
は
二
部
制
。
前
半
を
東

京
自
治
労
連
、
後
半
を
東
京
春

闘
共
闘
が
行
い
ま
し
た
。
前
半

で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
矢

吹
中
央
執
行
委
員
長
、
山
口
現

評
議
長
が
挨
拶
。
続
い
て
、
単

組
・
局
支
部
な
ど
が
1
分
間
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
公
務
員

が
置
か
れ
て
い
る
職
場
の
現
状

や
大
幅
賃
上
げ
な
ど
、
訴
え
か

け
ま
し
た
。

後
半
は
、
東
京
春
闘
共
闘
に

バ
ト
ン
を
渡
し
、
中
村
春
闘
共

闘
事
務
局
長
よ
り
情
勢
報
告
を

行
い
、
続
い
て
、
東
京
医
労
連

の
青
山
さ
ん
、
新
宿
一
般
労
組

の
伊
藤
さ
ん
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の

野
中
さ
ん
よ
り
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

集
会
は
大
成
功
で
し
た
。
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
と
も
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

特
別
区
人
事
委
員
会

10
月
9
日
、
す
べ
て
の
級
及

び
号
給
で
月
例
給
引
上
げ
と
、

一
時
金
を
0
・
2
月
引
上
げ
る

勧
告
を
行
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
回
も
、
月
例
給
引
上
げ
が
初

任
給
と
若
年
層
に
重
点
的
に
振

り
分
け
ら
れ
た
結
果
、
1
級
職

の
概
ね
30
歳
代
後
半
や
2
級
職

の
概
ね
40
歳
代
以
降
の
引
上
げ

額
は
1
、
0
0
0
円
程
度
、
2

〜
6
級
の
級
ご
と
の
平
均
改
定

率
は
全
体
平
均
の
3
・
0
％
を

下
回
り
、
多
く
の
職
員
の
引
上

げ
額
は
低
額
に
抑
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
8
年
の
行
政

系
人
事
制
度
改
正
で
、
主
任
職

を
「
係
長
職
昇
任
を
前
提
と
し

た
係
長
を
補
佐
す
る
職
」
と
位

置
づ
け
た
こ
と
で
、
昇
任
を
躊

躇
す
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
、
2
0
2
3
年
度
の
主
任
職

受
験
率
は
平
均
50
・
6
％
と
な

り
、
1
級
職
に
「
新
た
な
高
位

号
給
者
」が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

高
位
号
給
者
の
拡
大
は
、
公
民

比
較
で
公
務
が
高
く
算
出
さ

れ
、
職
員
全
体
の
賃
金
水
準
低

下
に
つ
な
が
り
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
人
材
確

保
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

再
任
用
職
員
の
月
例
給
に
つ

い
て
は
、
1
級
職
2
、
1
0
0

円
、
2
級
職
2
、
5
0
0
円
、

3
級
職
3
、
1
0
0
円
、
4
級

職
3
、
4
0
0
円
の
引
上
げ
と

な
り
ま
す
が
、
従
来
の
低
い
水

準
を
改
善
す
る
ま
で
に
は
及
ば

ず
、
物
価
の
上
昇
率
か
ら
み
て

も
実
質
賃
金
は
引
き
下
が
っ
た

ま
ま
で
す
。

東
京
都
人
事
委
員
会

10
月
18
日
、
勧
告
等
を
行
い

ま
し
た
。例
月
給
に
つ
い
て
は
、

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
初
任
層

に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
職
務
の

級
の
職
責
差
を
一
層
給
与
へ
反

映
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
各
級
に

お
い
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
改

定
、
一
時
金
は
0
・
2
月
分
引

上
げ
、
期
末
及
び
勤
勉
手
当
に

均
等
配
分
と
し
ま
し
た
。

3
年
連
続
で
の
例
月
給
、
一

時
金
と
も
に
引
上
げ
勧
告
と
な

り
ま
し
た
が
、
行
（
一
）
1
・

2
級
の
、
主
に
中
高
齢
層
職
員

が
該
当
す
る
中
位
以
上
号
給
の

引
上
げ
幅
は
0
・
3
％
（
1
、

0
0
0
円
）
と
極
め
て
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
任
用
職
員
の
一
時

金
引
上
げ
月
数
、
年
間
支
給
月

数
と
も
に
低
い
ま
ま
で
す
。

東
京
自
治
労
連
に
結
集
す
る

単
組
・
局
支
部
が
都
労
連
、
特

区
連
に
結
集
し
、
不
当
に
低
い

給
与
水
準
の
改
善
に
向
け
、
と

も
に
力
を
合
わ
せ
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
10
・
15
自
治
労
連
全
国
統

一
行
動
」
の
一
環
と
し
て
10
月

30
日
、
東
京
都
に
要
請
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

現
評
の
山
口
議
長
は
「
多
発

す
る
自
然
災
害
で
公
務
職
場
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い

る
」
と
現
業
の
直
営
化
と
新
規

採
用
を
強
く
要
請
。
ま
た
、
女

性
部
の
山
本
常
任
委
員
か
ら
は

「
育
休
代
替
の
正
規
化
は
重
要
」

と
し
、
加
え
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
」
や
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
の
採
択
」
等
を
要
請
。

非
正
規
公
共
評
の
松
崎
議
長
は

会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
上

限
に
つ
い
て
、
人
事
院
や
総
務

省
の
通
知
等
の
趣
旨
に
沿
っ
た

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

都
側
は
、
総
務
局
行
政
部
佐

々
木
統
括
課
長
代
理
以
下
3
人

が
対
応
し
「
現
場
の
声
は
貴
重

で
あ
り
し
っ
か
り
う
か
が
っ

た
。
い
ず
れ
も
住
民
・
労
働
者

の
安
全
安
心
に
関
す
る
要
求
で

あ
り
所
管
に
伝
え
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
岩
間

副
委
員
長
は
知
事
に
伝
え
る
こ

と
を
重
ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

裏
金
問
題
が

引
金
と
な
っ
て

内
閣
と
自
民
党

の
支
持
率
低
下

の
中
、
自
民
党

の
新
総
裁
に
石

破
茂
氏
が
選
出
さ
れ
、
第
1
0

2
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た

▼
石
破
氏
は
総
裁
選
中
の
発
言

を
翻
し
、
就
任
か
ら
僅
か
8
日

で
解
散
、
26
日
で
国
民
の
信
を

問
う
と
い
う
戦
後
最
短
で
総
選

挙
を
強
行
し
た
。
▼
そ
の
狙
い

は
ボ
ロ
が
出
る
前
な
ら
勝
て
る

と
踏
ん
だ
、
国
民
の
怒
り
の
読

み
間
違
え
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

自
公
で
2
1
5
議
席
に
止
ま
っ

た
こ
と
が
明
確
に
示
し
て
い
る

▼
選
挙
結
果
が
示
し
た
の
は
、

安
倍
内
閣
以
来
の
裏
金
に
象
徴

さ
れ
る
傍
若
無
人
な
政
治
姿
勢

に
国
民
が
Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け
政

権
交
代
を
求
め
た
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
自
公
に
加
え
て
維
新

・
国
民
民
主
・
参
政
・
保
守
な

ど
全
て
の
改
憲
派
を
併
せ
て
も

改
憲
発
議
に
必
要
な
3
1
0
議

席
に
は
届
か
な
か
っ
た
こ
と
▼

こ
の
よ
う
な
民
意
に
も
拘
わ
ら

ず
、
一
部
野
党
は
、
「
政
権
交

代
」
と
い
う
世
論
に
背
を
向
け

「
政
策
の
実
現
」
を
口
実
に
自

公
政
権
の
延
命
に
手
を
貸
そ
う

と
し
て
い
る
▼
市
民
連
合
の
声

明
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

「
政
権
交
代
は
最
大
の
政
治
改

革
」
で
あ
り
、
永
田
町
の
権
力

争
い
に
拘
泥
し
、
有
権
者
の
存

在
を
忘
れ
れ
ば
、
手
厳
し
い
判

断
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
▼
最
後
に
「
文

化
の
日
」
の
由
来
。
参
議
院
議

員
で
作
家
の
山
本
有
三
氏
が
国

会
で
「
憲
法
で
戦
争
放
棄
を
宣

言
し
た
重
要
な
日
」
「
国
際
的

に
も
文
化
的
意
義
を
持
つ
重
要

な
日
で
あ
る
か
ら
文
化
の
日
」

と
し
た
と
。

10・15
自治労連統一行動

10・15
自治労連統一行動

リレートークに
聴き入る参加者

現
評
・
女
性
部
・
非
正
規
公
共
評
か
ら
、

組
合
員
の
切
実
な
要
求
を
訴
え
る

都に要請書を手交

旗とペンライトで
シュプレヒコール

２２
００
２２
４４
都都
・・
区区
賃賃
金金
確確
定定
闘闘
争争

勝
利
の
カ
ギ
は
、組
合
員
の
結
集
に
あ
り

＆

公民共同で切り開いた賃金引上げを、秋季年末闘争に
公務員の大幅賃上げ実現で、２５国民春闘につなげよう
公民共同で切り開いた賃金引上げを、秋季年末闘争に
公務員の大幅賃上げ実現で、２５国民春闘につなげよう
公民共同で切り開いた賃金引上げを、秋季年末闘争に
公務員の大幅賃上げ実現で、２５国民春闘につなげよう
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白神 優理子

10月19日
城北法律事務所

問題提起

提言

社
会
福
祉
部
会
主
催
の
学
習

交
流
会
「
こ
ど
も
支
援
職
場
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

を
10
月
12
日
に
開
催
し
、
16
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
治
労
連
『
子
ど
も
の
命

を
守
る
』
こ
ど
も
家
庭
福
祉
に

関
す
る
提
言
」（
以
下
、
提
言
）

と
全
国
の
状
況
に
つ
い
て
、
と

題
し
た
二
見
事
務
局
長
か
ら
の

問
題
提
起
が
あ
り
、
全
員
で
の

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
家
庭
相
談
を

め
ぐ
る
現
状
と
課
題

◇
問
題
提
起
の
骨
子

自
治
労
連
社
会
福
祉
部
会

は
、
児
童
相
談
所
（
以
下
、
児

相
）
等
の
体
制
の
拡
充
を
求
め

る
と
と
も
に
、
現
状
と
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
児
童
虐
待
防
止

対
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
あ

わ
せ
て
全
国
の
こ
ど
も
家
庭
福

祉
の
現
場
で
働
く
仲
間
た
ち
に

エ
ー
ル
を
送
る
政
策
提
言
を
作

成
し
ま
し
た
。

提
言
の
柱
は
虐
待
防
止
対
策

か
ら
予
防
的
支
援
へ
の
転
換

で
、
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、
利

用
勧
奨
や
一
部
措
置
権
限
を
持

つ
区
市
町
村
の
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
と
考
え
ま
す
。
新
た
な

資
格
で
あ
る
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
配
置
さ

れ
、
心
配
の
あ
る
こ
ど
も
を
見

つ
け
て
家
族
支
援
に
つ
な
げ
る

能
動
的
な
支
援
へ
の
転
換
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

東
京
で
は
す
で
に
9
区
が
児

相
を
開
設
、
未
設
置
区
の
方
針

と
都
児
相
の
状
況
は
別
表
の
と

お
り
で
す
が
、
人
材
確
保
の
困

難
さ
等
か
ら
、
当
初
予
定
の
先

送
り
が
目
立
ち
ま
す
。
東
京
都

は
、区
児
相
設
置
に
つ
い
て「
静

観
」
か
ら
体
制
強
化
に
方
針
転

換
し
、
都
区
共
同
で
相
談
援
助

業
務
の
標
準
化
や
人
材
の
確
保

・
育
成
に
取
り
組
む
方
針
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
馬
児

童
相
談
所
の
新
設
の
他
、
今
後

多
摩
地
域
3
か
所
に
児
相
を
新

設
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
相
談
業
務
の
多

様
化
に
合
わ
せ
た
専
門
職
員
の

育
成
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
こ
の
職
場
も
体
制
が
脆

弱
で
、
職
員
は
日
々
の
業
務
に

追
わ
れ
て
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

増
員
の
た
め
の
新
規
採
用
に
応

募
者
が
少
な
く
、
児
童
福
祉
司

・
心
理
士
の
取
り
合
い
と
も
い

え
る
状
況
に
あ
り
、
職
員
の
確

保
・
養
成
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

東
京
都
と
特
別
区
が
連
携
し
な

が
ら
推
進
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
東
京
自
治
労
連
が
都
区
児

相
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で

働
く
現
場
の
職
員
の
声
を
聴

き
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
運
動

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

提
言
と
問
題
提
起
は
右
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

施
設
間
な
ど
の
連
携
が
大
事

一
時
保
護
所
や
児
童
相
談

所
、
保
育
園
、
児
童
館
・
学
童
、

学
校
、
こ
ど
も
支
援
課
な
ど
、

こ
ど
も
に
関
わ
る
各
施
設
・
各

部
署
間
と
の
連
携
、
地
域
連
携

等
が
重
要
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

児
相
の
開
設
に
あ
た
り
警
察

と
自
治
体
と
の
連
携
が
そ
の
後

の
事
案
に
有
効
で
あ
っ
た
例
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。反

面
、連
携
の
不
調
の
報
告
も
あ

り
、
そ
の
要
因
の
一
つ
に
職
員

の
人
員
不
足
や
育
成
に
課
題
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
適
切
な
職
員
数
と
職
場
環

境
整
備
が
重
要
で
す
。

家
庭
環
境
の
支
援
が
急
務

生
活
保
護
家
庭
や
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
、ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
、

深
刻
な
家
庭
環
境
が
あ
り
ま

す
。
こ
ど
も
支
援
と
と
も
に
、

親
へ
の
生
活
相
談
や
支
援
の
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
は
そ

こ
に
至
る
前
の
段
階
で
防
止
で

き
る
よ
う
、
改
め
て
連
携
の
重

要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
の
現
状

定
員
超
過
が
続
く
一
時
保
護

所
の
職
員
の
疲
弊
し
た
様
子

や
、
対
応
件
数
の
増
加
や
複
雑

な
家
庭
環
境
の
こ
ど
も
の
支
援

に
対
し
不
安
と
葛
藤
を
抱
い
て

い
る
職
員
の
苦
悩
な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
職
員
の
メ
ン
タ
ル

疾
患
や
過
重
労
働
も
課
題
で

す
。
あ
る
自
治
体
で
は
、
定
数

増
の
配
置
で
安
心
・
安
全
な
支

援
に
繋
が
っ
て
い
る
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

困
難
な
状
況
で

も
、
職
員
は
誇
り
を

持
っ
て
意
義
の
あ
る

仕
事
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
語

ら
れ
ま
し
た
。
社
会

福
祉
部
会
で
は
、
今

回
の
交
流
で
得
た
も

の
を
今
後
の
職
場
環

境
改
善
要
求
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

初
開
催
の
昨
年
か
ら

さ
ら
な
る
飛
躍
へ

板
橋
区
職
労
主
催
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ

Ｃ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
が
10

月
4
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
珠

玉
」
と
は
一
般
に
、
芸
術
分
野

で
の
最
大
級
の
賞
賛
を
表
す
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
演
者

の
渾
身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

よ
り
、
多
く
の
観
客
を
魅
了
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
初
の
開
催
は
、
大
変
反
響
が

大
き
く
、
2
回
目
の
開
催
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
3
組

が
新
規
参
加
、
9
組
11
名
に
よ

る
熱
い
演
奏
が
、
本
庁
舎
近
く

の
音
楽
ス
タ
ジ
オ
ホ
ー
ル
を
貸

し
切
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

帖
佐
執
行
委
員
長
に
よ
る
開

会
挨
拶
後
、
演
者
に
よ
る
「
珠

玉
」
の
演
奏
が
ス
タ
ー
ト
。
演

奏
は
、
サ
ッ
ク
ス
・
フ
ル
ー
ト

の
二
重
奏
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
ギ

タ
ー
ソ
ロ
、ギ
タ
ー
弾
き
語
り
、

ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
形
態
で
行

わ
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
は
ロ
ッ
ク
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
昭
和
歌
謡
、
世

界
の
民
謡
、
中
に
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
曲
で
臨
む
演
者
も
い
ま

し
た
。

日
頃
か
ら
大
切
に
し
て
い
る

楽
器
を
持
ち
寄
っ
て
、
楽
器
を

通
じ
た
音
楽
談
義
に
花
を
咲
か

せ
る
演
者
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

珠
玉
の
演
奏
、
熱
気

と
一
体
感
は
最
高
潮

観
客
は
、
満
員
御
礼
。
演
者

の
熱
量
に
負
け
な
い
あ
た
た
か

い
拍
手
と
応
援
の
掛
け
声
の

中
、
一
体
感
と
ボ
ル
テ
ー
ジ
は

最
高
潮
に
達
し
、
会
場
の
雰
囲

気
は
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。演
者
同
士
の
み
な
ら
ず
、

演
者
と
観
客
と
の
間
に
は
、
音

楽
を
好
む
者
同
士
、
所
属
の
垣

根
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

非
日
常
的
な
感
動
を
体
感
で

き
る
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
来
年
も

開
催
を
求
め
る
声
が
多
く
、
演

者
の
皆
さ
ん
と
の
間
で
は
、
来

年
の
再
会
を
期
し
て
、
盛
大
に

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

公
演
終
了
後
に
は
、
演
者
が

一
堂
に
会
し
、
同
会
場
に
て
打

ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
演
者

同
士
が
即
興
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
、
音
楽
祭
の
熱
量
が
冷
め
や

ら
ぬ
中
、
音
楽
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

実
行
委
員
同
士
、
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
来
年
も
多
く
の
演
者
の

エ
ン
ト
リ
ー
、
観
客
の
ご
来
場

を
祈
念
し
、
心
を
一
つ
に
し
ま

し
た
。

当
日
の
様
子
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
動
画
で
視
聴
可
能
で

す
。

10
月
25
日
に
、
東
京
自
治
労

連
に
届
け
ら
れ
た
義
援
金
を
被

災
者
支
援
共
同
セ
ン
タ
ー
の
長

曽
さ
ん
に
届
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
10
月
26
〜
27
日
第
8
次
能

登
半
島
地
震
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

被
害
の
大
き
か
っ
た
奥
能
登

の
保
健
師
た
ち
は
「
断
水
と
停

電
が
長
引
い
た
た
め
住
民
の
暮

ら
し
の
確
保
が
で
き
ず
、
ど
こ

に
だ
れ
が
避
難
し
て
い
る
の
か

も
把
握
で
き
な
か
っ
た
」
「
ダ

ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
が
不
足
し
床

に
寝
ざ
る
を
得
ず
、
あ
っ
と
い

う
間
に
感
染
症
が
広
が
っ
た
」

と
後
悔
し
、

何
度
も
「
予

想
外
だ
っ

た
」
を
繰
り

返
し
ま
し

た
。
ま
た
、

「
保
険
証
が

な
く
て
も
受
診
は
可
能
だ
っ
た

が
、
交
通
手
段
が
限
ら
れ
、
災

害
派
遣
チ
ー
ム
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま

し
た
。

私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
金
沢

市
か
ら
車
で
片
道
3
時
間
の
輪

島
市
の
民
家
の
泥
か
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
2
日
間
従
事
し
ま
し

た
。
高
齢
者
世
帯
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
仮
設
住
宅
か
ら
自
宅
ま
で

が
遠
く
片
付
け
に
行
け
ず
、
公

費
解
体
申
請
も
決
心
が
つ
か
な

い
様
子
で
し
た
。
1
ｍ
以
上
の

土
石
流
が
流
れ
込
み
、
代
々
あ

る
財
産
も
泥
に
埋
ま
り
ま
し

た
。
家
族
の
意
見
が
ま
と
ま
ら

ず
、
片
付
け
が
進
ま
な
い
状
況

で
す
。

泥
は
大
変
重
く
、
10
分
も
す

る
と
腰
が
痛
み
、
側
溝
の
泥
清

掃
は
投
げ
出
し
た
く
な
る
ほ
ど

重
労
働
で
し
た
。
最
後
に
川
か

ら
高
圧
ポ
ン
プ
で
水
を
引
き
上

げ
、
玄
関
前
の
泥
が
水
と
一
緒

に
流
れ
始
め
た
と
き
、
よ
う
や

く
時
計
の
針
が
動
き
出
し
た
と

感
じ
ま
し
た
。

山
本
民
子
（
江
東
区
職
労
・
保

健
師
）

板橋区職労
１０・４

こ
ど
も
の
命
・
生
活
を
守
る

こ
ど
も
の
命
・
生
活
を
守
る

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ

―
珠
玉
Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
―

こ
ど
も
支
援
職
場
の
現
場
か
ら

こ
ど
も
支
援
職
場
の
現
場
か
ら二見事務局長

第一法律事務所（最寄り駅：茅場町駅）
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三澤麻衣子弁護士

こ
ど
も
の
た
め
に
奮
闘
す
る
職
員
た
ち

門前町 護岸崩落

能
登
へ
東
京
自
治
労
連
の

義
援
金
を
届
け
る

能
登
へ
東
京
自
治
労
連
の

義
援
金
を
届
け
る

○東京の児童相談所

長曽さんに義援金を
渡す山本さん（左）

【都の児童相談所等一覧】
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